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は じ め に 

 

 東京都教育委員会は、平成２２年度から新たに幼稚園・小学校・中学校・高等学校の教員を

対象に教育研究員を設置し、平成１７年度まで５０期にわたって行ってきた教育研究員事業を

６年ぶりに復活させました。この事業は、教育研究活動の中核となる教員を養成することによ

って、東京都全体の教育の質を向上させることを目的としています。各教育研究員には１年間

の研究活動を通して組織的な研究活動の在り方を身に付け、これからの東京都の教育研究活動

の推進者となることが期待されています。 

 平成２０年３月に告示された幼稚園・小学校・中学校学習指導要領に続き、平成２１年３月

に高等学校学習指導要領が告示され、全ての校種が新しい学習指導要領の本格実施あるいは本

格実施に向けての移行期間に入りました。このことを受けて、平成２２年度の教育研究員の共

通テーマは「新学習指導要領に対応した授業の在り方について」とし、研究の柱が改訂された

学習指導要領であることを明確にしました。また、今回の学習指導要領改訂の大きなポイント

の一つである「言語活動の充実」については、全ての校種・部会の研究内容の中で取り組むこ

ととしました。 

 これまで都教育委員会は、都立高校教育の充実・発展のために「生徒による授業評価」を活

用した授業改善の促進や、進学指導重点校等での進学指導に関する協議会の開催など、生徒の

学力を向上させるための取組を行ってきました。また、平成２２年度からは、進学指導のマネ

ージメントの定着を図る目的で、進学校における外部機関による進学指導診断を実施したり、

学力向上に向けて実践的な研究を行う学校を指定し、高校入試結果の分析、学力向上推進プラ

ンの作成、学力調査問題の開発・実施・分析を通して学習指導の改善と充実を図ったりしてき

ました。 

 そこで、本年度高等学校の各部会においては、全校にわたる共通テーマに加え、「確かな学力

の向上を図るための授業等の工夫についての実践研究」を高等学校全体のテーマとして設け、

各部会において確かな学力を定義づけた上で、それぞれの研究主題を設定し、研究開発に取り

組んできました。 

 この１年間、高等学校の全 15 部会、70 名の教育研究員が、国語、地理歴史、公民、数学、

理科、保健体育、芸術（音楽）、外国語、家庭、情報、農業、工業、商業、特別活動及び総合的

な学習の時間の各教科等について、研究主題に基づいて研究を行い、協議を重ね、検証した内

容を本報告書にまとめました。 

 各学校におかれましては、本報告書を有効に活用し、学力向上に向けた教科等の指導方法・

内容の改善と充実に取り組んでいただくようお願いします。 

 

 

 

平成２３年３月 

指導部高等学校教育指導課長 

         宮本 久也 
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研究主題 「商人道徳」や「実学として商業」を学ばせるための授業の工夫

 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

平成２０年１月の中央教育審議会答申を受け、新しい学習指導要領では、「基礎的・基本的

な知識及び技能の習得」「思考力・判断力・表現力などその他の能力の育成」「主体的に学習

に取り組む態度を養う」などを基本的な学力に対する認識が示された。 

商業教育は、これまでどおりその対象を商品の生産・流通・消費にかかわる経済的諸活動

の総称としてとらえるとともに、職業人としての倫理観や遵法精神などを身につけ、国際化

やサービス化の進展、情報通信技術の進歩、知識基盤社会の到来など経済社会を取り巻く環

境の変化に適切に対応してビジネスの諸活動を主体的・合理的に行い、地域産業をはじめ経

済社会の健全で持続的な発展を担う職業人を育成するという観点から各科目の目標について

改善が図られた。 

  そこで、商業部会の本研究においては、新しい学習指導要領に対応した授業の在り方を研

究していくため、倫理観や遵法精神を身につけた「商人道徳」や経済のサービス化・グロー

バル化・ＩＣＴの進展などへの対応や起業家精神など社会に出てから役に立つ「実学として

の商業」を効果的かつ知識の定着を図ることができるような授業展開を目標として「「商人道

徳」や「実学としての商業」を学ばせる授業の工夫」を研究主題とした。 

Ⅱ 研究の視点 

新しい学習指導要領の教科「商業」の目標では、「ビジネス活動の諸活動を主体的、合理的

に、かつ倫理観をもって行い」とあり、社会的責任を担う職業人として、様々な人と円滑に

コミュニケーションを図り、利益の追求に与えられた業務の遂行だけでなく、法令を遵守す

ることはもとより、倫理観を醸成し、社会の信頼を得てビジネスの諸活動に取り組むことの

できる人材を育成することを求めている。 

また、「経済社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる」とあり、商業の各分

野の学習を通して、顧客満足実現能力、ビジネス探求能力や会計情報提供・活用能力、情報

処理・活用能力といったビジネスの理解力と実践力を身に付けさせるなどが示されている。 

さらに、総則に示されている「生徒の発達段階を考慮して、生徒の言語活動を充実する」

ことについて、教科「商業」では、生徒が「課題研究」の授業において学習の成果を発表す

る機会を設けることとしている。 

そこで本部会では、ビジネス活動の諸活動における「倫理観」と「実践的な態度」を育て

ることに視点をあて、体験的学習を通して実践力を育成すること、外部人材等を活用した授

業を充実させ、コミュニケーション能力や社会への適応能力等を育成していくこと、人と接

し、生産と消費をつなぐという商業教育の特性を生かし、規範意識、倫理観を育成していく

ことといった点について研究を進めていくことにした。 

また、各科目で学んだことなどをレポート作成させるなどして、生徒の思考力、判断力、

表現力等を育成することにより、言語活動の充実を図った。 
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さらに、新しい学習指導要領に対応するため、新設される科目「電子商取引」の授業につ

いて、授業計画や授業方法などの提案を行った。 

Ⅲ 研究の仮説 

商業に関する学科を学ぶ生徒に求められる商人道徳（倫理観・遵法精神）、実学としての商

業（経済社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度）を確実に学習させるために、本研

究では、「商業の授業で培った知識と技術をもとにした商取引などを実践的に学ぶことで、サ

ービスや商品に対する社会的責任としての倫理観や遵法精神の必要性が実感できる。」という

仮説を立てた。概要は次のとおりである。 

１ 実学として商業について 

ビジネス基礎やマーケティングの学習を発展させ、３年で学ぶ「課題研究」において販売

実習を実施することで、商業科目で学んだ知識と技術を実践力に結び付けることができる。 

２ 商人道徳について 

  ワークシートを活用し、経済社会の中における法の意義や役割について理解させ、その後、

インターネットなどを通して調べ学習を実施し法の理解の深化を図り、さらに専門的な知

識・技能をもつ外部人材を活用した授業を行うことで、倫理観や遵法精神を育てることがで

きる。 

３ 言語活動の充実 

  商業の各科目の学習活動を通して、学習内容についてレポートを作成させたり、学習成果

を発表させたりすることで、生徒の思考力、判断力、表現力等を育成し、言語活動の充実を

図ることができる。 

Ⅳ 研究の方法 
１ 「ビジネス基礎」で販売実習を見据えた授業の実践事例（実践力を養う授業の研究開発） 

商業に関する学科で学ぶ内容が「実学」として役立つことなどついてガイダンスを行い、

「課題研究」での販売実習の授業の様子をＩＣＴ機器を活用して紹介し、生徒の学習の動機

付けを図った。  

毎時間授業後に、ワークシートの記入を行わせている。自分の意見をまとめさせることで、

「課題研究」での発表会へ段階的に取り組めるよう工夫した。 

２ 「情報処理」の授業における実践事例（ＩＣＴの進展に対応した授業の研究開発） 

言語活動の充実を図るためコミュニケーション能力の育成に重点を置いた。新聞などを参

考資料として用いて、情報を収集・処理・分析し、生徒の自らの言葉で表現させる実習を取

り入れた教材の開発と授業実践を行った。 

３ 「経済活動と法」を通した実践事例（遵法精神や倫理観を身につけさせる授業の研究開発） 

弁護士に講義を依頼し、経済社会の中における法の意義や役割について理解を深めさせる

とともに、法の専門家から話を聞くことで遵法精神や倫理観の育成の深化を図った。 

４ 「電子商取引」（新設科目）を想定した授業の試行、提案（新しい学習指導要領に対応した

授業の開発的研究） 

情報通信ネットワークを活用した商品売買や金融取引を行う仕組み、電子商取引によるビ

ジネスを始めるための手順および電子商取引に関する法規を扱うことに重点を置いた。 
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「商人道徳」や「実学としての商業」を学ばせるための授業の工夫 

商 業 部 会 主 題 

 

１ 研究構想図 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実践事例 

Ⅴ 研究の内容 

全体テーマ   新学習指導要領に対応した授業の在り方について 

高校部会テーマ 確かな学力の向上を図るための授業等の工夫についての実践研究 

教科等の新学習指導要領のポイント 
 
・経済のサービス化・グローバル化・ＩＣＴ
の急速な進展等に対応 

・ビジネスの諸活動を主体的・合理的に行う
実践力や地域産業の振興など、起業家精神を
身に付けた人材の育成への対応 

・職業人としての倫理観や遵法精神などの育
成への対応 

「商業」における確かな学力とは 

 

①基礎的・基本的な知識及び技能の習得 

「商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術の習得」 

②課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の

能力 

「ビジネスの意義や役割の理解や経済社会の発展を図る創造的

な能力」 

③主体的に学習に取り組む態度 

「ビジネスの諸活動を主体的、合理的に、かつ倫理観をもって行

う実践的な態度」 

具体的方策 

 

（１）「ビジネス基礎」の実践事例（販売実習を見据えたの授業の研究開発） 

（２）「情報処理」の授業における実践事例（ＩＣＴの進展に対応した授業の研究開発） 

（３）「経済活動と法」の実践事例（遵法精神や倫理観を身に付けさせる授業の研究開発） 

（４）「電子商取引」（新設科目）を想定した授業の試行、提案（新しい学習指導要領に対応した授業

の開発的研究） 

仮  説 

 「商人道徳」や「実学としての商業」の内容を身に付けさせるため、商業の授業で培った知識と技
術をもとにした商取引などをより実践的に学ぶことで、サービスや商品に対する社会的責任として倫
理観や遵法精神の必要性が実感できる。 

 

現状と課題 
 

現状： 職業人としての倫理観の重要性について強調されている背景には、以前社会的な問題となり、今でも各方面に影響を与え

ている商品の製造年月日や産地の偽装などがある。 

企業での活動は合理性のみを追求するのではなく、倫理観や遵法精神のもと、社会に対して貢献する責任を有している。

学校においても、このような視点にたった指導・育成が求められている。 

 

課題： ビジネス社会における倫理感や遵法精神を学習すること、それに加えてさまざまな問題や課題を解決するために必要な能

力や実践的な態度を養うことが必要とされている。 
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２ 実践事例 

（１） 実践事例Ⅰ 「ビジネス基礎」で販売実習を見据えた授業の実践事例 

新しい学習指導要領における「ビジネス基礎」は、今回の改訂でも従前と同じく商業に関

する学科における原則履修科目として位置付けられている。また、科目の目標は、「ビジネ

スに関する基礎的な知識と技術を習得させ、経済社会の一員としての望ましい心構えを身に

付けさせるとともに、ビジネスの諸活動に適切に対応する能力と態度を育てる」とある。 

今回の授業での取組は、ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得させ、各単元にお

いてビジネスの諸活動を理解し、実践する能力及び倫理観、責任感、協調性など社会の信頼

を得てビジネスの諸活動に取り組むために必要な豊かな人間性を育むことについて理解させ

るため、販売活動を実際に体験させ、自ら目標を定め、自ら学び、自ら考えるなどの主体的

な学び方についてガイダンスを行いながら、生徒の学習の動機付けを図り、自己の進路を考

える位置づけとして、学習に取り組む態度を育てることにある。  

 また、新しい学習指導要領では、「言語活動の充実を図る観点から、課題研究の成果を発

表する機会を設けること」を求めていることから、授業で扱った内容について、毎時間授業

の最後に、ワークシートの記入を行っている。自分の意見をまとめる作業を行い、「課題研

究」での発表会へと段階的に取り組めるような指導を行っている。 

【学習指導案】 

科目名 ビジネス基礎 学年 1 学年 全日制課程商業科 

１ 単元（題材）名、使用教材（教科書、副教材） 

 単元名：「流通活動の特徴」 

使用教材：教科書、ＩＣＴ機器（コンピュータ、プロジェクタ、電子情報ボードなど） 

２ 単元（題材）の指導目標 

・ 夏休みの課題を確認しながら、流通の働きに触れ、生産と消費の隔たりやその解消として

の流通の役割、商的流通と物的流通について理解させる。 

・ 流通機構・流通経路を理解させる。 

・ 3 年次の課題研究における販売実習を例に挙げ、ブレーンストーミングの説明や、課題解

決を行う技術を取得させ、販売活動を主体的に行えるような実践的な態度と創造的な能力を

育てていく。 

３ 評価規準 

観点 ア 関心・意欲・ 

態度 

イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解 

単元の

評価 

規準 

・生産と消費の隔た
りを結びつける流通
の機能や仕組みに関
心をもち，流通活動
の経済的特徴や環境
による変化について
自ら意欲的に調べた
りまとめたりしよう
とする。      

・生産と消費の隔たり
を結びつける流通の
機能や仕組みについ
て主体的に考察する
とともに，流通活動の
経済的特徴を小売業
の業種・業態の変化に
かかわって捉えよう
としている。 

・生産と消費の隔た
りを結びつける流通
の機能や仕組みにつ
いて，様々な資料を
選択して活用しその
変化を把握し説明す
ることができる。  
 

・生産と消費の隔たりを
結びつける流通の機能
や仕組みについての基
礎的・基本的な知識を身
に付け，流通活動全体に
共通する経済的特徴を，
小売業の業種・業態の変
化と関わって理解して
いる。 
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４ 単元（題材）の指導計画（３時間扱い） 

時
間 

学習内容 学習活動 
評価規準 

（評価方法） 

１ 

（
本
時
） 

・流通の働き 

 

・生産と消費の隔たりについて

の内容と解消手段について理

解する。 

・生産と消費の隔たりを結びつける流

通の機能や仕組みについての基礎的・

基本的な知識を身に付けている。 

評価規準の観点 ア、イ、エ  

１ 

・流通の仕組み 

 

・業種・業態の違いを理解する。

 

・流通活動の経済的特徴を小売業の業

種、業態の変化に関わって捉えようと

している。 

評価規準の観点 イ、エ  

１ 

・流通をとりまく環境の変

化 

・電子商取引の基礎を理解す

る。 

・電子商取引の基礎を理解している。

・自ら意欲的に調べたりまとめたりし

ようとしている。 

評価規準の観点 ア、ウ、エ 

５ 本時（全３時間中の１時間目） 

（１） 本時の目標 

ア ＩＣＴ機器の利用により、生産と消費の隔たりについて理解させ、その解消のための具

体的な役割について考えさせる。 

イ 隔たりの解消方法から 3 年次に行っている販売実習から流通に対する興味を持たせ理

解を深める。 

ウ ワークシートの記入により、自分の意見をまとめさせる。 

（２） 本時の展開 

過
程

時
間

学習内容・学習活動 指導上の留意点 
評価規準・方法 

（ア～エ） 

導
入 

5分 ・各地域の限定商品
の取り扱いから考
える。 

・夏休みの課題、各地域の限定商品
についてのレポートを基に生産か
ら消費までの一連の流れを考
えさせる。 

・流通の機能や仕組みについて
の基礎的・基本的な知識を身に
付けている。 
評価規準の観点 ア 

展
開 

35分 ・生産と消費の隔た
りについて理解す
る。 
・商品の仕入方法に
ついて理解する。 

・生産と消費の隔たりについて
その内容と解消手段について
学ばせる。 
・3 年次の「課題研究」で行う
販売実習にふれながら流通機
構、仕入方法、販売促進、尊法
遵守などを考えさせる。 

・生産と消費の隔たりについて
の基礎的・基本的な知識を身に
付けている。 
評価規準の観点 イ 

ま
と
め 

10分 ・本時の内容を振り
返る。 
・ワークシートをま
とめる。 

・質問事項を聞き取り、記入後 
自分の意見をまとめるように伝え
る。 

・具体的に自分の意見を、自分
の言葉でまとめて記入できる。
評価規準の観点 ア、エ 

６ 本時の振返り 

（１）研究仮説の検証 

流通の働きについて、３年生で実施する販売実習を題材に IＣＴ機器を活用し、具体的な

取組みを画像で見せることと簡単な説明を加えることで、ビジネス基礎の学習内容について、

生徒の興味・関心を高めることができた。 

また、ワークシートを用いて、自ら考える主体的な学び方、自分でまとめたワークシート

の内容を発表する回数を多くするなど、思考力や表現力の育成し、言語活動の充実を図るこ
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とが課題である。 

（２）生徒の変容 

ワークシート内のアンケートで、生徒の９８％が①「内容を以前よりも理解することがで

きた」②「3年次に行っている課題研究での販売実習を体験したい」と両方を回答しており、 

授業を受ける前により、流通に対する学習意欲が高まった。 

７ 授業で使用した教材など（授業の様子など） 

（１）ワークシート 

・本時の内容についての質問を書かせる（生産と消費の隔たり、商品の仕入方法について） 

・ワークシートに記入した内容を発表させる。（販売商品や販売促進について） 

（２）授業の様子 

○販売商品や販売促進についてのブレーンストーミングの様子 

 

         

 

 

 

 

 

 ○「課題研究」で行った販売実習の様子 

（２） 実践事例Ⅱ 「情報処理」の授業における実践事例 

経済のサービス化、グローバル化と並行し、ＩＴに代わるＩＣＴ（Information Commu

nications Technorgy）という概念が注目されている。ＩＣＴには、情報通信技術の向上に

加え、その情報技術をいかに使いこなし、いかに伝達するかという、情報を扱う者のコミュ

ニケーション能力の充実が強調されている。 

商業科目を学ぶ生徒は、就職する生徒が多く卒業後すぐに企業の即戦力となるために、ビ

ジネスに関する技術の習得にとどまらず、自ら主体的に行動、表現することができ、相手の

意見もしっかり聞くといった、コミュニケーション能力を身につける必要がある者も少なく

ない。そこで、情報を主体的に活用する能力と態度、表現力の育成に重点を置き、具体的な

題材を用いて情報を収集・処理・分析し、表現する実習を取り入れた教材の研究と授業実践

を行った。 

担当する授業において、クラスによって差があるものの、総じて生徒の表現力、また主体
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的に表現しようとする態度が乏しいと感じている。検証授業を導入する以前に、授業中に多

くの生徒が発声し、自分の考えを単語や略語ではなく主語、述語で構成された文章にして発

言する機会を設けるよう工夫した。教材の中では新聞記事を取り上げ、具体的な題材を使っ

て実習を行った。社会人に必要なコミュニケーション能力の一つであるプレゼンテーション

能力を身に付けるため、プレゼンテーションソフト、ＩＣＴ機器などを使いこなす技術の習

得、自分の考えを表現することや、「実学」のおもしろさを理解させ興味・関心がもてるよう

工夫した。 

【学習指導案】 

科目名 情報処理 学年 1 学年 全日制課程商業科 

１ 単元名（題材）名、使用教材（教科書、副教材） 

単元名：「ビジネス情報の処理と分析」、使用教材：教科書、配布プリント 

２ 単元（題材）の指導目標 

・表計算ソフトウェアの有用性を理解させ、基本的な関数を活用して、目的に応じた適切な

表やグラフを作成するための技法を習得させる。 

・ビジネスに関する情報を目的に応じて整列・検索・抽出し、表現するための技法と統計処

理の基本的な方法を習得させる。 

３ 評価規準 

観 点 ア 関心・意欲・ 
態度 

イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

単元の 
評価 
規準 

・表計算ソフトウ
ェアの有用性を理
解し、その活用方
法について意欲的
に学び、技術の習
得に取り組む態度
がある。 

・与えられた課題に対
し、自ら考え、判断し
て適切な表やグラフ
を取り入れた資料を
作成する。 

・基本的な各種関
数や機能を活用し
て、ビジネスに関
する情報を処理・
分析し、その結果
を表現することが
できる。 

・ビジネスに関す
る情報の処理と分
析を行うための基
本的な知識を身に
つけ、情報処理の
方法を理解してい
る。 

４ 単元（題材）の指導計画と評価計画（４２時間扱い） 

時 
間 

学習内容 学習活動 
評価規準 

（評価方法） 

２０ 表計算ソフトの活
用① 
 

・表計算ソフトの有用性を理解する
・基礎的な関数を用いた表、グラフ
を作成する。 

・表計算ソフトの有用性を理
解し、知識・技術を習得して
いる。 
評価規準の観点 ア、イ、ウ

２
（
本
時
）

課題の作成と、発表 ・情報を表や適切なグラフで表現す
る。また、生徒の自身の言葉で発表
する。  

・情報処理の技術を活用し、
表やグラフを作成し、口頭で
表現できる。 
評価規準の観点 ア、ウ、エ

２０ 表計算ソフトの活
用② 
 

・情報の整列・検索・抽出、表現に
ついて理解する。 
・統計処理の基礎的な方法を学ぶ。

・習得した技法を応用し、必
要に応じた表現ができる。 
評価規準の観点 ア、ウ  

５ 本時（全４２時間中の第２２時間目） 

（１） 本時の目標 

ア 目的に応じた適切な表やグラフを作成する技法を習得する。 

イ ビジネスに関する情報を的確にとらえ、表現する力を養う。 
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（２） 本時の展開 

過
程 

時間 
学習活動と学習内容 指導上の留意点 

評価規準・方法 
（ア～エ） 

導
入 

5分 ・教師の示したパワーポイ
ントを使用したプレゼンテ
ーションの例から、効果的
な発表方法について考え
る。 

・社会では、更にツールや
言葉による意思表明の機会
が増えることを伝える。 
・情報を図式化・グラフ化
することが伝達の効果を高
めることを伝える。 

・効果的な発表方法につ
いて基礎的・基本的な知
識を身に付けている。 
評価規準の観点ア、ウ 
 

展
開 

40分 ・記事の内容を２行にまと
める。 
・表を完成し、記事説明に
自ら考えた適切なグラフを
作成した後、グラフの選択
理由を発表する。 
・新聞掲載のグラフを確認
する。 
・本時のまとめと感想を記
入し発表する。 

・用紙に記入した後、数名
に発表させ、様々な表現方
法があることや他者の意見
や考え方を受け入れる重要
性を学ばせる。 
・これまで学んだ知識・技
術が、実生活と結びついて
いることを実感させる。 
・発表内容を用紙に記入さ
せ、発言することが苦手な
生徒にも発表しやすいよう
工夫する。 

・記事内容を把握し、自
分の言葉でまとめられ
ている。 
・他者の発言を聞く態度
を身につけている。 
・知識・技術の定着がな
されている。 
・適切な情報処理を行っ
ている。 
・意欲的に取り組んでい
る。 
評価規準の観点ウ、エ 

ま
と
め 

5分 ・学習目標を再度確認し、
教材プリントと作成データ
をファイルに確実に保存す
る。 

・学んだことを実生活でど
のように生かしていくかを
意識しながら、今後の学習
に取り組むよう伝える。 

・情報データを各自で保
管、管理している。 
評価規準の観点ア、エ 

６ 本時の振り返り              配布プリント 

（１）研究仮説の検証        

社会人としてコミュニケーション能力を十分

に発揮するためには、以下のことが大切である

ことを検証した。 

説明に有効なツールを使いこなす技術を身に

付けるために「情報処理」の授業の中で基礎的

基本的な技術を習得すること、自分の考えをま

ず用紙に記述し整理してから適切に表現するこ

と、多数の生徒が発表することにより、同じ事

象に対しても様々な見方、考え方、表現方法が

あり、他者の考えを聞くことが大切であるとい

うことを体験させることができた。 

今後は、実学とコミュニケーション能力を 

 兼ね備えた人材育成のため、ＩＣＴを十分に 

 活用するなどの工夫を凝らした授業を、さら 

 に取り入れていくことが課題である。 
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（２）生徒の変容 

生徒は「最初は戸惑ったが、将来の練習だと思ってもっとやりたい。」「またこういう機会

があったらいい。」などと感想を授業アンケートに残している。生徒自身も、在学中に社会に

出るための自信を付けたいと感じていることが分かり、生徒が主体的に学ぶ姿勢が出てきた

。 

７ 授業で使用した教材など（ワークシート） 

  ビジネスの関連記事などを取り入れたワークシートを作成し配布した。（右上の図を参照） 

（３）実践事例Ⅲ 「経済活動と法」を通した実践事例 

  新しい学習指導要領では「経済活動と法」の目標は、「ビジネスに必要な法規に関する基礎

的な知識を習得させ、経済社会における法の意義や役割について理解させるとともに、経済

事象を法律的に考え、適切に判断して行動する能力と態度を育てる」と示されている。 

本事例では、「商人道徳」を学ばせるため、外部人材を活用した授業を実践した。 

弁護士を招いた授業を行い「法」に関する知識をより身近に理解させるとともに、コミュ

ニケーション能力、社会への適応能力を育成し、地域社会への理解と貢献の意識を深めさせ

ることをねらいとした。また、生徒により実生活に身近な事象を考えさせるため、「消費者保

護」の単元を選び、学習指導案の作成にあたっては条文の解釈や適用についてのみ学習する

のではなく、具体的な事例を取り上げ、課題の発見や適切な行動について主体的に考えさせ

るよう配慮した。 

また、外部人材の活用にあたっては、事前指導を重視し、生徒に対して講話の内容に関連

することについて興味を持たせるため、インターネットや関連書籍を活用した調べ学習の課

題を与えるなど工夫した。講師に対しては、難しい専門用語の解説などではなく、専門家と

しての立場から、今までの経験などを踏まえて高校生にもわかりやすい講話を依頼した。 

【学習指導案】 

科目名 経済活動と法 学年 ２・３・４年次選択履修
定時制課程総合学科 

（チャレンジスクール） 

１ 単元（題材）名、使用教材（教科書、副教材）  

単元名：「消費者保護」 

使用教材：教科書、ワークシート 

２ 単元（題材）の指導目標 

  ・企業活動を行う際の消費者保護の視点の重要性を理解させる。 

  ・消費者保護に関係する法規の概要について理解させる。  ・ 

３ 評価規準 

観点 ア 関心・意欲・ 

態度 

イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解 

単元の 

評価 

規準 

・ビジネスに必要な
法規について関心を
もち、知識の習得に
意欲的に取り組むと
ともに、ビジネスの
諸活動に適切に対応
しようとしている。 

・ビジネスに必要な
法規に関する諸問題
の解決を目指して自
ら思考を深め、基礎
的・基本的な知識と
技術を活用して、適
切に判断し、創意工
夫することができ
る。 

・ビジネスに必要な
法規に関する基礎
的・基本的な知識を
身に付け、学習した
成果を的確に表現で
きる。 

・ビジネスに必要な
法規に関する基礎
的・基本的な知識を
身に付け、法の意義
や役割を理解でき
る。 

－9－



４ 単元（題材）の指導計画（１１時間扱い） 

時
間 

学習内容 学習活動 
評価規準 

（評価方法） 

２ 

消費者基本法について ・消費者基本法について概要を理
解する。 
・インターネット等を通した調べ
学習を行う。 

・消費者基本法の基礎を理解

できる。 

・主体的な学習に対する態度

がある。 

評価基準の観点 ア、エ 

２ 

クーリングオフについて ・クーリングオフ制度の概要につ
いて具体的な事例を通して理解す
る。 
・インターネット等を活用し、ク
ーリングオフについて調べ学習を
行う。 

・具体例を通して、制度につ

いて考えようとしている。 

・主体的な学習に対する態度

がある。 

評価基準の観点 ア、イ、エ

２ 

製造物責任法について ・製造物責任法の概要を理解する。
・企業の社会的責任ついて理解す
る。 
・インターネット等を通して、製
造物責任法について調べ学習を行
う。 

・企業の社会的な責任につい

て理解し、考える態度があ

る。 

・主体的な学習に対する態度

がある。 

評価基準の観点 ア、イ、エ

５
（
本
時
） 

保険法について ・保険法の概要を理解する。
・社会での保険の役割・意義につ
いて理解する。 
・外部講師の講話を聴く。 
・インターネット等を通して、保
険法について調べ学習を行う。 

・保険法の基礎を理解でき

る。 

・積極的に講話を聞く態度が

ある。 

・積極的に発言しようとして

いる。 

評価基準の観点  

ア、イ、ウ、エ 

５ 本時（全１１時間中の９・１０時間目） 

（１）本時の目標 

  ア 保険法の概要について理解する。 

  イ 保険法のポイントについて理解する。 

  ウ 事前に調べ学習をした内容を踏まえて、法律の専門家に質問をする。 

（２）本時の展開 

過
程 

時間 学習活動と学習内容 指導上の留意点 
評価規準・方法
（ア～エ） 

導
入 

5 分 

・保険について 
 保険の制度や、意義につ

いて理解する。 

・講師を紹介した後、講話
を行う。 

・保険が生徒の身近なもの
であるという意識を持た
せる。 

・保険の概要を理解して

いる。 

・主体的な学習に対する

態度がある 

評価基準の観点 ア、エ

展
開 

80 分 

・保険法の概要 
 弁護士の経験をもとに、
具体例などについて、講
話を通して理解する。 

  
・保険法改正のポイント 

保険法改正の主旨を理解
する。 

  

・講話の内容については、
生徒にとって難しい専門
用語は詳細な説明を省
き、簡略に説明するよう
留意する。 

・講師は、具体的な事例を
取り上げながら、説明を
する。 

・講師に対して発言させる
際は、自分の考えの根拠
をはっきりさせるなど、
言語活動の充実に留意す
る。 

・発問に対して内容を理

解し、自分の言葉で発言

している。 

・説明をよく聞き、板書

に対しては適切にノート

に記述するなどしてい

る。 

 

評価基準の観点 イ、ウ
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ま
と
め 

5 分 

・本時の振り返り 
 講話の内容を振り返り、
ワークシートのアンケー
トに記入を行う。 

・知識として蓄えるべき事
柄について再確認を行
い、知識の定着を図る。

・課題に対して、シート

の内容を理解し、主体的

に取り組んでいる。 

評価基準の観点 ア、ウ

 

６ 本時の振り返り 

 （１）研究仮説の検証 

弁護士から、日常生活に身近なものでありながら、理解できないことが多い分野の説

明を、具体例をあげながら説明することで、法に対する理解が深まり、遵法精神の育成

に寄与することができた。 

少人数授業の特性を生かし、弁護士からの発問に対しての回答も要点を整理して自分

の考えを自分の言葉で答えることができるなどの成果があった。 

今後は、さらに学習した内容を授業内で発表させるなど、言語活動の充実を図ってい

くことが課題である。 

（２）生徒の変容 

法律の専門家である弁護士に講義を依頼することで、普段の授業とは違った生徒のよ

い反応が見られた。生徒のアンケートから「難しい話をされるのかと思っていたが、と

てもわかりやすかった。今まで以上に法律への興味がわいた。」等のコメントからも法

規に対しての興味・関心が深まった。 

７ 授業で使用した教材など（ワークシート） 

（１）ワークシート（弁護士の講話を通して） 

  ・保険の意義、役割について 

・保険法の概要 

  ・講話の内容 

  ・感想など 

（２） 弁護士による授業の様子 

   講師の発問に対して積極的に発言している様子。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）  実践事例Ⅳ 「電子商取引」（新設科目）を想定した授業の試行、提案 

新しい学習指導要領では、情報通信ネットワークを活用したビジネスの広がりに対応する

ため、主としてインターネットを活用してビジネスを行うことに伴う様々な課題に適切に対

処し、情報通信技術をビジネスの諸活動に応用する能力と態度を育てる観点から、「電子商取

引」が新設された。 
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本授業では、新しい学習指導要領の新設科目を各学校に設置していくことと生徒に商取引

を行う立場としての倫理観や遵法精神の必要性を身に付けさせる授業の工夫を研究テーマと

していることなどをねらいとして、情報通信ネットワークを活用した商品売買や金融取引を

行う仕組み、電子商取引によるビジネスを始めるための手順および電子商取引に関する法規

を扱うことに重点を置いた。 

また、新設科目の実施向けた試案を提案し、指導にあたっては生徒が実務習得を図ること

ができるようにした。 

【学習指導案】 

教科名 商業 科目名 電子商取引 学年 ３年次 全日制課程単位制普通科 

１ 単元（題材）名  使用教材（教科書、副教材） 

単元名：「電子商取引とビジネス」 

使用教材：ワークシート 

２ 単元の指導目標 

①模擬的な電子商取引のシステムを構築させることを通して、一年間の学習内容を総

括する。 

②情報通信ネットワークを活用してビジネスの諸活動の意義や信頼性の確保につい

て理解させるとともに、情報通信技術を電子商取引に応用する能力と態度を育てる。 

３ 評価規準 

観点 ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

・情報ネットワークを通じた取引
について関心をもち、その知識と
技術の習得を目指して意欲的に
取り組むとともに、電子商取引に
関する内容に主体的に対応する
実践的な態度がある。 

・電子商取引に関す
る諸問題の解決を目
指して自ら思考を深
め、基礎的･基本的な
知識と技能を活用し
て適切に判断し、創
意工夫している。 

・電子商取引に関する
基礎的･基本的な技術
を身に付け、ネットワ
ーク上での売買に関す
る情報を適切に収集・
処理するとともに、そ
の成果を的確に表現す
る。 

・電子商取引に関す
る基礎的･基本的な
知識を身に付け、社
会における電子商
取引の意義や役割
を理解している。 

４ 単元の指導計画と評価計画（３時間扱いのうち、１時間目） 

時
間 

学習内容 学習活動 
評価規準 

（評価方法） 

１
（
本
時
） 

インターネットで商取
引をするためには 

「品物とキャッチコピー」「どんな人が
買うか」「売る人のメリット」「買う人の
メリット」などについて考える。 

・ワークシートの主旨を理解し
主体的に取り組んでいる。 
・積極的に自分の意見を発言し
ている。 
評価規準の観点  
ア、イ、ウ、エ 

１ 前時のワークシートをもとに、全体に向
けて発表する。各班の内容を相互に評価
する。 

・積極的に表現しようとしてい
る。 
・自分の言葉で発言している。
評価規準の観点 ウ 

１ 実際に購入もしくは値段の交渉につい
て考え、売価を設定する。 

・ワークシートをもとに主体的
に取り組んでいる。 
・売価の算出方法を理解してい
る。 
評価規準の観点 ア、イ  
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５ 本時（全３時間中の第１時間目） 

（１） 本時の目標 

ア 販売する側の立場で商品を見て、消費者について考えさせる。 

イ キャッチコピーを考えさせることで、言語を通したコミュニケーションの大切さに気

付かせ、言語活動の充実につなげるとともに、商品イメージについて考えさせる。 

ウ グループ内でのコミュニケーションを図る 

（２）本時の展開 

過
程 

時
間 

学習活動・学習内容 指導上の留意点 
評価規準・方法 

（ア～エ） 

導
入 

10 分 地域の名産品※をネットショッピ
ングに出品する。 
・４人程度のグループに分かれて
作業する。 

・ワークシートを配布
する。 

・コミュニケーションをとる努
力をしている。 
評価規準の観点 ア 

展
開 

35 分 ワークシートを作成する。 
・品物とキャッチコピー 
・どんな人が買うか 
・この品物を買うことのメリット
を考える 
・この商品を売ることのメリット
を考える 

・全ての生徒が話し合
いに参加し、適切な言
語活動が行われている
かを確認する。 
・発言やメモを取るな
どの行動があるかなど
の目を配る。 

・話し合う態度がある。 
・コミュニケーションをとる努
力をしている。 
・インターネットを通じての売
買だという認識がある。 
・意欲的に行われている。 
評価規準の観点 イ、ウ 

ま
と
め 

5 分 ワークシートをもとに本時のまと
めを行う。 

・巡回しながら発表者
を決めておくよう促す
・ワークシートを班ご
とに提出させる。 

・発表者を選任する態度が公平
に行われている。 
・ワークシートが適切に記入さ
れている。 
評価規準の観点 エ 

※名産品･･･その土地の名高い特産物。検証した学校のある地域では、海苔が有名である。 

６ 本時の振り返り 

（１）研究仮説の検証 

電子商取引を通じて物を販売する側の視点に立ち、効果的な宣伝方法で売買する手段につ

いて考えさせること通して、起業家精神や倫理観などを育成することができた。 

今後は、キャッチコピーを考えさせることを通して、言葉と商品売買の関係について考え

させ、言葉一つで商品の売れ具合も変化することに気付かせて、さらに取引を展開させて広

げていくことが課題である。 

（２）生徒の変容 

検証授業に参加した生徒は当初、電子商取引における商品の取り扱いに戸惑い、しばらく

考え込んでいる様子が見受けられた。しかし、一人がアイデアを示すとイメージが膨らみ始

め、発言が活発になった。キャッチコピーは苦労していたが、この一言で商品の売れ具合が

左右されるという事例を聞くことで、真剣さが増した。その後、生徒自ら役割を分担して作

業をするというアイデアを出し、話し合いを続けながらそれぞれの空欄を埋めていた。各生

徒は、誰かが記入をしている際もその様子を見つめ、アドバイスをしながらワークシートを

完成した。次回の発表に関しては話し合いの中で発表者を決定した。 

授業後は、いずれ自分たちでキャッチコピーを考えた商品を「インターネットを介して

様々な人に買ってもらうのだ。」という現実感が押し寄せ、次回が楽しみな様子、および発
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言があった。 

（３）電子商取引の実施に向けて 

この授業はインターネットへの模擬出店を想定しているが、ＣｔｏＣ型の電子商取引はネ

ットオークションという形で一般家庭に普及している。このことから、生徒が出店を想定し

た授業の組み立てができることが望ましい。ショッピングやオークションを行っているサイ

トを持つ会社の中には、セミナーを開催したり、同内容を動画で公開したりしているところ

がある。これらを利用することにより、出店に関する理解を深めることができる。 

７ 授業で使用した教材など（ワークシート、授業の様子など） 

（１）ワークシート 

タイトル：地元の名産品を売る 

・キャッチコピーを考える 

・この商品を買うことのメリットは何だろう？ 

・どんな人が買うだろう？ 

・この品物を売ることのメリットは何だろう？ 

（２）模擬授業の様子 
 

■４人で商品についての構想を考え、分

担してワークシートを埋めている。 

■一人の生徒が記入をしていると、周囲

が反応をしてアドバイスをしていた。 

 （３）完成したワークシート 

・ワークシートの内容を見て助言をし、次回の発表に向けて準備をさせる。 

 ・商品のネーミングについて → 買いたいと思うネーミングかどうか。 

 ・購買対象者は学生だけでよいのか → 海苔を学生向けの商品として売買するのか など 

なお、新設される科目「電子商取引」の科目の目標は「情報通信ネットワークを活用した

商取引や広告・広報に関する知識と技術を習得させ、情報通信ネットワークを活用すること

の意義や課題について理解させるとともに、情報通信技術を電子商取引に応用する能力と態

度を育てる」と示されていることを踏まえ、本研究では、年間指導計画の試案を作成した。 
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※ 「電子商取引」の授業の実施にあたっては、これから各学校で、学習指導要領を踏まえた

指導計画を立案していくことが必要である。各学校が新しく設置される科目についても積

極的に取組む参考になるよう年間指導計画の一例を考案した。 

 

「電子商取引」（２単位）年間授業計画（例） 

１． 学習の目標 

情報通信ネットワークを活用した商取引を通して、物を売買する立場としての倫理観や

遵法精神の必要性を実感させることで、社会的実践力を身に付けた商業人を育成する。ま

た、起業家精神の育成とその実務の習得を図る。 

２． 評価の観点・方法 

① ワークシートの作成と提出により、授業への積極的な参加を促すとともに、その過程

を通して、知識の定着を図る。 

② 同提出物および授業態度により、物を売買する立場の人間としての倫理観や遵法精神

を身に付けることができたか。 

 

３．学習内容 
学
期 

単 元 
時
間 学習内容 学習上の留意点 

前

期 

（１）情報通信技術の
進歩とビジネス 

 
 

（２）コンテンツの制
作 

 
 

（３）ウェブデザイ
ンと広告・広報 

 
 
 
 
 

（４）ウェブページの
公開 

 

15 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 

ア ビジネスの変化 
イ 情報通信ネットワー
クの活用と課題 

 
ア ファイルの形式 
イ 図形と画像 
ウ 音声 
エ 情報の統合 
 
ア ウェブページ制作の
手順 

イ デザインの基礎 
ウ ウェブページ制作の
基礎 

エ ウェブページ制作の
応用 

ア ネットワーク機器の
種類と機能 

イ ハードウェアとソフ
トウェアの導入 

・情報通信ネットワークを活用した商
取引や広告・広報に伴う課題について、
具体的な事例を取り上げ、関係法規や
情報モラルと関連付けて考えさせる。
・各内容について、１時間程度で実習
とワークシートを活用しながら理解さ
せる（各種コンテンツを活用するため
の基礎的な知識と技術を習得させるに
とどめる）。 
・利用者の立場に立ったウェブページ
を制作できることに配慮するが、深入
りする必要はない。ＣＧＩ等の技法の
習得も求めているが、各学校のコンピ
ュータ室の環境に応じて行うとよい。
 
 
・商取引や広告・広報を行うために必
要なハードウェアとソフトウェアを導
入し、情報通信ネットワークを構築す
る方法およびウェブページを公開する
方法を扱う。 

後

期 

（５）電子商取引とビ
ジネス 

 35 ア 電子商取引の仕組み
イ 企業間取引と企業・
消費者間取引 
ウ 電子決済の仕組みと
方法 
エ 電子商取引システム
の作成 

・情報通信ネットワークを活用して商
品取引や金融取引を行う仕組み、電子
商取引によるビジネスを始めるための
手順及び電子商取引に関する法規を扱
う。 
・模擬的な電子商取引のシステムを構
築させることを通して、一年間の学習
内容を総括する。 

 

 

－15－



Ⅵ 研究の成果 

基礎的科目「ビジネス基礎」の授業で、総合的科目「課題研究」で実施する販売実習を関

連付けることで、生徒が流通に関する学習に興味・関心をもつようになるなど成果があった。 

また、「情報処理」「経済活動と法」の検証授業等を通して、「商業の授業で培った知識

と技術をもとにした商取引などを実践的に学ぶことで、サービスや商品に対する社会的責任

としての倫理観や遵法精神の必要性が実感できる。」という仮説を立証することができた。 

さらに、新しい学習指導要領の教育内容に対応するための「言語教育の充実について」は、

検証授業を通して生徒に発表させる機会を作り出す工夫をしていく必要なことなど課題が明

確になった。 

新設科目「電子商取引」について、その具体的な指導法等を研究の成果として報告するこ

とができた。 

Ⅶ 今後の課題 

１ 理論科目と実験・実習の有機的な連携 

  基礎的・基本的な知識の定着には理論科目の学習が必要であり、理論科目で学んだ知識を

基盤としての基礎的・基本的な技術の確実な定着には、見学、調査、産業現場等における実

習などすることが必要であることから、「ビジネス基礎」など低学年の科目でも職場見学を

取り入れていくなどの工夫が必要である。 

  また、今後は、各科目における調査や研究などにおいては、さらにコンピュータや情報通

信ネットワークなどの積極的な活用を図り、情報の検索・収集のほか、小・中学校、他県の

商業高校、他の校種、企業や地域との情報の交流と連携した体験学習を取り入れ、これらの

学習成果の発表を行うなど、学習の効果を高める工夫が必要である。 

２ 普通科における商業科目の履修機会の確保 

  「商人道徳」「実学として商業」育成する能力・態度は、商業学科に学ぶ生徒のみならず、

普通科高校に学ぶ生徒たちにも、職業教育・キャリア教育が必要なことから、商業科目を学

びやすくしていく必要がある。 

３ 新設科目への対応 

  新しい学習指導要領では、新たに３科目が新設される。本研究では、「電子商取引」につ

いて提案を行ったが、「商品開発」「ビジネス情報管理」についても年間指導計画の試案な

ど作成し、平成２５年から本格実施に備えていく必要がある。 

 

【参考資料】 

「東京都立高等学校教育課程編成基準・資料」（平成２２年６月）東京都教育委員会 

高等学校学習指導要領 文部科学省 

高等学校学習指導要領解説 商業編 文部科学省 

新学習指導要領に基づく教育課程編成上の諸課題 全国高等学校長協会 

新学習指導要領と今後の商業教育 全国商業高等学校長協会 
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平成２２年度 教育研究員名簿 

 

 

高 等 学 校 ・ 商 業 

 

 

学 校 名 課程 職名 氏名 

都立美原高等学校   全日制 主任教諭 安達 里香 

都立大江戸高等学校   定時制 主任教諭 清家  亮 

都立第三商業高等学校   全日制 主任教諭 ◎金澤 剛志 

都立葛飾商業高等学校   全日制 主任教諭 ○杉村 一美 

◎ 世話人  ○ 副世話人 

 

〔担当〕 東京都教育庁指導部高等学校教育指導課 指導主事 山田 和人 
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